































































































（釈靈一「題僧院」 、 『唐詩選』 ）








































































































































































































ここで季節によって変化をきたす梧桐や楊柳に、いつまでも青々とした竹が対 されている は、松杉と新竹を対比した南郭詩 類し いるのはもとより、 「秋至れば先づ
色改むるを
」という文字使いまでも流入した可能性



































































































































石、譜代、帝鑑間）の庭園から移されたものであることがここで明かされる。 「諏訪侯」が当主であった六代諏訪忠厚なのか老侯忠林な かは不明だが、近く 中渋谷に八千三百坪の下屋敷を持っており、これを「西園」と称したらしい。ここの竹を南郭が乞うて 植を許された謝礼として作られたのが、この五律であった。　
そうした事情を勘案しつつも、その四句目、 「此君もと（且）尊し」の句をどう訓めばよいかに苦しむ。はた







の置き方は、南郭詩の「此君元且尊」に極似する。南郭にこ 白詩句 頭をよぎった可能性はない 。　
ここから二通りの想像がはたらく。第一には版本『南郭先生文集』における「此君」が、白 と同様「比君」
にすべきところを、竹に因んで 」と誤刻した では い ということ。第二には、南郭自身の記憶における白詩句が「此君弧且直」と既にあやま れて のではないか、とい ことである。第一の想定は、当該句が対句の位置にある いうことで、詩経衛風「淇奥」に由来するのであろ 前句「猗緑」との対応上退けられねばなるまいが、第二の想像は僅かにありうべきもののよう 感じられる。白詩を「此君、孤にして且つ直なり」と解していた南郭が、藩侯から下賜された目前の新栽竹を「元」と「尊」と 形容した。その際の「元」 元首や
三六











































































































































































































































































春」を「青春」に、末句「猶」を「転」に作る。作詩の時期も「己巳ノ春」 （寛延二年春）としている。また帰徳（成島道筑）の名も「某」とおぼめかしているのは、道筑が幕臣なることを憚った所為でもあろうか。ここでは「江東の歩兵」と呼ばれた張翰が、秋風が吹くとともに故郷 呉の美味美酒を思い出すや、矢 楯もたまらず
服部南郭の白詩受容について
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とは全く別趣の受容が、ここに見えてくるであろう。 「長恨歌」の影響下に南郭が「小督詞」を残したことは紛れもない事実としても、そうした長詩のもつ叙事性をおのが日常的詩法 糧としようとしたのではなかった。「小督詞」は、南郭の広汎な作詩活動においてはむしろ特殊な例であり、叙事への関心とその成果としてはむしろ散文の『大東世語』 （寛延三年刊）に指を屈するべき はあるまいか。見てきたように彼は白詩のもつ風趣を、古詩や唐明の格調詩を典拠とする表現の合間に、いわば隠し味のように用いていたふ がある。まさに、典拠を露骨に表さぬ白詩の「絶伎」を自ら実践するがごとくに。豪壮華麗、悲憤激烈な格調詩風の語彙は、そ 場合に限って心なしか後退 気味があった。　
知られているように白居易は、自らの詩作を諷諭、閑適、感傷、雑律に分類している。そのなかで南郭 最も
遠い要素が諷諭であろうことは予見できそうだが、しかしながら実際は、そうした部立てにほとんど拘わる事なく、白氏文集のあちこちから字句や描写が抽出され、作品のなかでそれらが様々に変化させられて顔をのぞかせたことは、南郭が白詩を、そうした分類意識 また 途 尺度で取り入 ようとしてい 証なのであろう。　
南郭の白詩句を利用すること、それは日野氏によって延享初年と推定された「小督詞」制作のあたりから顕著
になるごとくであった。こ 時期白氏文集を集中的に読みなおし か あるいは還暦を過ぎ肉体の衰えととも
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に、盛唐詩風の高揚した調べのみでは己が心の襞を覆えぬと感得したのか、それは不明である。しかし私情や心理を直叙することは野蛮人のいとな に等しいとするかれの詩論（ 『南郭先生燈下書』 ）からすれば、盛唐詩風を保ちつつも ほどよく精神の高貴な平穏さを描くに、中唐白居易の詩句がかれ 生理と合致するところがあったとするのは、そう奇異な想像ともいえまい。前節までの作例をみても、白居易が見え隠れするのは平静な詩境のときが圧倒的に多いのである。格調詩風 よさはそれと て自作に堅持しつつも、時にそれをおさめる鎮 剤としての効能を、かれは白詩にみていた 言 換えてもよいであろう。　
よって南郭の白詩受容を考えるために、私はここにもう一つの尺度の導入を提示したい。 『文会雑記』に「南
郭ハモト歌人ナリ。歌ト画ノ芸ヲ以テ、故甲斐侯吉保ニ仕ヘラレタリ。ソレヨリ詩ヲ学ビ文ヲカキテ、徠翁ニ従ヒタマヘリ。ソレユヘ和書ハヨクヨミタル人也」 （巻之一上） 湯浅常山の証言 ように なによりも南郭は和歌から文に手を染め始めた人であった。文事の基底にはたえずその感覚があったらしいことを考えれば、わが国の文学史からみて和 と手を携えてきた白詩 表現は、かれにとって わばおのが芸文 原風景として眺められる存在でもあったろう すなわち南郭詩 味読 は和歌の尺度を持ち込む きかと考えるのである。明 古文辞派からの影響が言われてきた徂徠や南郭の擬古主義の姿勢に、中世歌論ないし堂上和歌 理論や方法との親和性がみら ことはかつて指摘し こ があるが 実作においてそれを具体的に物語る が南郭 白詩利用だったのではなかろうか。　
しかしそれはなかなかに複雑な回路を潜めた受容でもある。古今集以後の和歌自体が既に白詩に育まれ、影響
され、さらに長い時間をかけて反発や融合を繰り返しながら築き上げられた 世界 そ 延長上に、近世中期
服部南郭の白詩受容について
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の文人服部南郭は生きた。そのかれが歌人としての感性を帯しながら白詩を読むという行為はいかなる意味をもっていたのか。南郭からすれば、和歌的叙情の母体として白詩を受容していたといえそうであるが、これを文字上に立証することは一見簡単そうで 存外に困難を伴うに違いない。続稿の課題は一にそのことに尽きる。
＊本稿は平成二十九年五月十九日国際東方学者会議における口頭発表の内容を含んでいる
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